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	農業振興地域整備計画の変更（農振除外）の申出
	1 農業振興地域整備計画の変更
	農用地区域内の農用地は、農業上の利用を確保する目的でその用途が指定されています。農業以外の他の目的に利用する場合は、あらかじめ農業振興地域整備計画を変更し、農用地区域から除外しなければなりません。
	2 農用地区域除外の要件
	(1)その土地を農用地等以外の用途に供することが必要かつ適当であって、農用地区域以外に代替えすべき土地がないこと。
	(2) 農用地区域内における農用地の集団化、農作業の効率化その他土地の農業上の効率的かつ総合的な利用に支障を及ぼすおそれがないこと。 (3) 農用地区域内における効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対する農用地の利用集積に支障を及ぼすおそれがないこと。 (4) 農業用用排水施設や農道など農用地等の保全又は利用上必要な施設の有する機能に支障を及ぼすおそれがないこと。 (5) 土地基盤整備事業完了後8年を経過しているものであること。 ≪その他の留意事項≫ 　他法令に基づく許可 　農地法に基づく農地転用...
	3 農用地区域からの除外手続き
	4 農業振興地域整備計画の用途の変更


